













































































































































































































































戸 戸 戸 戸 ha
1970 84 26 6 52 550
1975 51 25 1 25 505
1980 40 15 25 230
1985 27 8 15 170






戸 戸 戸 戸
1957（第２次） 64 2 53 9
1964（第３次） 82 9 67 6
1970（第４次） 109 34 62 13
1975（第５次） 60 26 32 2
1980（第６次） 56 37 18 1
1985（第７次） 59 28 30 1
1990（第８次） 51 28 19 4
1995（第９次） 48 43 3 2
2000（第10次） 40 33 4













































































計 計 露地 施設
戸 1000本 1000本 1000本
平．２（1990） 1550 111800 32400 79400
平．３（1991） 1500 112000 31300 80700
平．４（1992） 1650 120100 35700 84400
平．５（1993） 1540 112400 31700 80700
平．６（1994） 1510 106600 31500 75100
平．９（1997） 1430 98200 26900 71300
平．11（1999） 130 87500 24600 62900
平．12（2000） 124 83400 23300 60100
平．13（2001） 130 83000 22300 60700
平．14（2002） 1230 78100 57100
平．15（2003） 1200 79700 57400
平．16（2004） 1210 71600 52000
平．17（2005） 1020 66900 48400
平．18（2006） 973 69400 51400
農林水産省「花きの作付（収穫）面積および出荷量」調査より
－94－
かる。『多度津町誌』によると、昭和２年（1927）に高見島へ所属する170隻
の内すでにエンジン付きの船が10隻ほど存在していたことが見て取れる（22）。
またH.Nさんも20歳から船舶免許をとり、漁を始めたが当初の船はエンジン
付きの木造船であったという。別の話者にも聞いてみたが、70歳代の話者の
ほとんどが10～20歳代のときからエンジン付きの船に乗っていた。櫓を操っ
て漕ぐ必要性が薄れて船を操ることに大きな労力が必要なくなったこと、ま
たそれに伴い風や潮汐といった経験からくる船を操る上で重要な知識がさほ
ど必要なくなったこと等が女性の漁業参加を促す要因の一つであったことは
間違いないかと思われる。また蛸壷のヒモや流し網等の漁具を船にあげると
いった行為も動力化されており、労働が軽減され男性でかつ大人数で船に乗
り込み働くといった必要がなくなってきた。このような漁船や漁具の動力化
が女性の漁業参加を促す要因となった。また漁業経済史の研究を踏まえて漁
業の経営が数名による共同作業ではなく、個々の家庭で操業するような自営
漁業となりそのための労働力として女性が必要とされていたという点も漁業
への専業化を促進させたと考えられる。
　これらのような要因のもと、高見島における花卉栽培は衰退、消滅して
いった。そして以前までは男性中心で営んでいた漁業へと女性も参加し、現
在では高見島にて生活を営んでいる人は漁業に従事する人がほとんどであ
る。
結びにかえて
　本稿では瀬戸内海島嶼部における女性の労働役割について高見島の事例を
参照しつつ、漁村における女性の役割についてと、畑作が中心であった女性
の労働が漁業へと従事していった要因を考察してきた。花卉栽培においては
武田が報告したように女性が中心となって畑作を行なっていたものの、漁業
に従事している男性も時期においては女性中心の畑作にも手伝いを行なって
おり、また逆に女性が漁業の手伝いをするといったフレキシブルな活動が行
なわれていたことが見て取れた。しかしながら花卉栽培自体の衰退と漁船、
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漁具の動力化、そして女性でも漁撈が行なえる程度に労働量が軽減されてき
た。そういった要因により半農半漁であった労働が漁業に専業化し、それま
で畑作中心としていた女性が漁船へと乗り込み、漁業へ従事していくという
流れが見受けられた。
　本稿においては商品作物としての花卉栽培について中心に述べてきたが、
しかしながら現在でも自家消費用の野菜を自宅近くの畑にて栽培を行なって
いる。この自家消費用の畑については草刈りや水遣り、作物の手入れといっ
た日ごろの世話は主に女性が行なっている。主に漁業に従事している男性が
畑に出てくるときは、肥料等の重いものを畑に運ぶときや耕運機を使用して
畑を耕すといった大きな手間のかかる仕事を中心にしている。この点で言え
ば武田明が報告した状況のように、現在でも女性が畑で働くといった生業に
おける役割区分がなされているといってもよい。このような状況が武田の調
査した時期から変わらずになされているのかは判断する情報がないものの、
それまで畑仕事をしていた女性たちの働きの一旦は現在でも見受けられるか
と思われる。そうした生活の変化や現在でも行なわれている事象について今
後とも研究を行なっていく所存である。
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